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平成２３年９月台風１５号の肱川出水状況について

国土交通省四国地方整備局
大洲河川国道事務所 調査課長 安永一夫2011/12/13

肱川の概要
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１．肱川流域の概要

流域の概要
・水源地 ：鳥坂峠（標高460m）

・流域面積 ：1,210k㎡（山地約90％、平地約10％）

・幹川流路延長：103km

・直轄管理区間：24.42km（河川）

・流域内人口 ：約１１.３万人

・想定氾濫危険区域内人口：約２.８万人（１市）

・年平均降水量：約1,800㎜
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河床勾配の比較

肱川の河床勾配は非常に緩やか

肱川
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洪水被害が頻発

 河口 

肱
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肱川を河口上空から望む

野村ダム
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大洲(基準地点) ■

１．肱川流域の概要

肱川水系は474支川からなる

洪水被害を受けやすい地形特性

地形特性① 大洲盆地に川が集中 洪水が集中しやすい
② 勾配が緩やか 洪水が流れにくい
③ 河口が狭い 洪水が吐けにくい

○大洲盆地に川が集まる。

○流域は手のひらのような地形。

○下流は山が両岸から迫り洪水が吐けにくい2011/12/13
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洪水発生

年 月 日

大洲地点

最大流量

（m3/s）

降雨原因 被害状況

昭和18年 7月24日 5,400 低気圧
死傷者131人、住家流出123戸、住家全壊111戸、住家半壊194戸

住家浸水7477戸、田畑流出803町、田畑浸水1876町

昭和20年 9月18日 5,000 枕崎台風
死傷者152人、流出家屋388戸、全壊家屋1634戸、田畑流出・埋没698町歩、

床上浸水7229戸、床下浸水2686戸、河川33カ所、道路820カ所、橋梁163カ所

昭和40年 9月17日 2,900 台風24号
住家全壊1戸、住家半壊1戸、床上浸水10戸、床下浸水312戸

田畑流出・埋没10ha、田畑浸水668ha

昭和45年 8月21日 3,200 台風9・10号 農地浸水340ha、宅地浸水540ha、床上浸水35戸、床下浸水245戸

昭和55年 7月 2日 2,200 梅雨前線 農地浸水310ha、床上浸水4戸、床下浸水19戸

昭和57年 8月27日 2,800 台風13号 農地浸水707ha、宅地浸水41ha、床上浸水26戸、床下浸水88戸

昭和62年 7月18日 2,500 梅雨前線 農地浸水444ha、宅地浸水79ha、床上浸水16戸、床下浸水41戸

平成元年 9月19日 2,200 台風22号 農地浸水39ha、宅地浸水1ha、床上浸水8戸、床下浸水38戸

平成 5年 7月28日 2,500 台風5号 農地浸水502ha、床上浸水3戸、床下浸水26戸

平成 5年 9月 4日 2,400 台風13号 農地浸水267ha、床上浸水4戸、床下浸水25戸

平成 7年 7月 4日 2,900 梅雨前線 農地浸水601ha、宅地浸水356ha、床上浸水768戸、床下浸水427戸

平成10年10月18日 2,400 台風10号 農地浸水133ha、宅地浸水3ha、床上浸水2戸、床下浸水29戸

平成16年 8月27日 3,200 台風16号 住宅床上浸水326戸、住宅床下浸水376戸、総浸水戸数916戸、浸水面積約742ha

平成16年 9月29日 2,200 台風21号 床上浸水6戸、床下浸水38戸

平成16年10月20日 2,100 台風23号 床上浸水1戸、床下浸水9戸

平成17年 9月 5日 3,300 台風14号 住宅床上浸水237戸、住宅床下浸水214戸、総浸水戸数703戸、浸水面積約564ha

◆出典：昭和18,20年は「大洲市誌」、昭和40,55年・平成16,17年は国土交通省算出値、それ以外は「水害統計」
◆流量は、昭和18年は氾濫計算による推計値、昭和20年は実績水位からの計算値、その他は観測実績値（ダム調節後）

２．肱川の洪水における主な被害
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昭和18年7月洪水 大洲市街浸水状況

昭和18年７月洪水は5,400m3/sと推定され、昭和以降の最大洪
水であり、死者・行方不明者131人、住家流出123戸、住家浸水
7,477戸の被害が発生、翌年に直轄改修工事が着手された。

現在の同地区の状況（国道５６号）

大洲市役所

肱川橋

昭和の洪水被害（昭和18年洪水）
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昭和20年９月洪水の２階まで達した洪水痕跡 大洲市菅田町村島

昭和20年９月洪水は5,000ｍ３/sと推定され、戦後最大洪
水であり、死傷者152人、住家流出388戸、床上浸水7,229戸、
床下浸水2,686戸の被害が発生した。

洪水痕跡

昭和の洪水被害（昭和20年洪水）
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昭和57年8月洪水の浸水状況 大洲市東大洲地区

肱川

矢落川

旧堤のみ

氾濫

昭和57年8月洪水では、床上浸水26戸、床下浸水88戸の被
害が発生した。

昭和の洪水被害（昭和57年洪水）

矢落川の肱川合流地点である東大洲地区の堤防から氾
濫
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大洲道路浸水状況

東大洲地区の浸水状況

久米川浸水状況

平成の洪水被害（平成7年洪水）
平成７年７月洪水において床上浸水768戸、床下浸水429戸の大きな

被害を受けたことから、東大洲地区下流区間において「直轄河川激甚
災害対策特別緊急事業」が採択され、11年度まで事業が行われた。

2011/12/13

平成17年 台風14号による浸水被害（東大洲）

平成16年台風16号による東大洲地区の浸水状況

肱川

矢落川

東大洲の浸水状況

西大洲の浸水状況

大洲市全域で浸水被害が発生

平成の洪水被害（平成１６、１7年洪水）

頻発する水害 ２年連続の大出水
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昭和１８年大洪水
（死傷者１３１人）

昭和１９年内務省
肱川の直轄改修に着手

昭和３５年鹿野川ダム完成

昭和５７年野村ダム完成

平成１２年激甚災害対策特別緊急事業完
了

平成７年激特水害発生

平成１６年洪水（東大洲地区）

昭和１９年～昭和３５年旧大洲町等主要
部を

輪中堤締切計画

昭和２０年大洪水
（死傷者１５２人）

昭和３６年大洲の平野部を連続堤で締切る計画に変更

昭和６０年代～大洲盆地を締切るために下流対策を推進
（五郎駅前改修事業、白滝、豊中、八多喜、伊州子、八多浪地区の築堤に着
手）

平成１６年肱川水系河川整備計画策定

昭和１８年洪水（東大洲地区）

平成７年洪水（東大洲地区）

1989

1926昭 和

平 成

昭和
18年

昭和
19年

昭和
57年

昭和
35年

平成
12年

平成21年

現在

昭和
20年

平成
７年

平成
15年

平成
16年

昭和
36年

平成１５年肱川水系河川整備基本方針策定

平成１６年８月台風１６号 住宅床上浸水326戸、住宅床下浸水376戸

総浸水戸数916戸、浸水面積約742ha
平成１７年９月台風１４号 住宅床上浸水237戸、住宅床下浸水214戸

総浸水戸数703戸、浸水面積約564ha

1.4 治水の経緯

①肱川治水の道のり（昭和以降）

平成
8年

平成8年ダム操作ルール変
更

３．肱川における治水対策

昭和
42年

昭和４３年２月 肱川水系工事実施基本計画 大臣決定
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河川改修事業の進捗状況（平成２１年３月末現在）

図 河川改修事業の変遷図

３．これまでの河川改修事業

堤防整備率 約６６％ （平成21年3月末現在）
完成堤防延長 約２６ｋｍ 必要堤防延長 約３９ｋｍ
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鹿野川ダム改造山鳥坂ダム建設

安全安心の確保

戦後最大規模と同程度の
5,000m3/sの洪水を安全
に流下させる

清流の復活

かつてのような豊かで自然
な流れを回復する

流量約20m3/s

河道の整備

トンネル洪水吐

選択取水設備

山鳥坂ダム鹿野川ダム

野村ダム

Ｂ堤防の整備

肱川
愛媛県
施行区間

B

国交省と愛媛県は共同で、今後概ね３０
年間の肱川の河川整備の内容を示す「肱
川水系河川整備計画」を平成１６年５月に
策定。

主な整備内容は、上下流の治水バランス
を踏まえた河道の整備と、山鳥坂ダムの建
設及び既設鹿野川ダムの改造。

暫定堤防

項 目 現 状 河川整備計画 
河川整備 
基本方針 

対象流量 3,550m3/s
5,000m3/s 

（戦後最大） 
6,300m3/s 
(1/100) 

洪水調節量 450m3/s 1,100m3/s 1,600m3/s 
治水
対策

河道配分流量 3,100m3/s 3,900m3/s 4,700m3/s 

冬季以外 6.5m3/s 6.5m3/s 正常
流量 冬 季 

3.3m3/s
（渇水流量） 5.5m3/s 5.5m3/s 

 

（基準地点：大洲）

Ａ

４．肱川水系河川整備計画の概要
（平成１６年５月１３日策定）

2011/12/13

○東大洲地区等の上流の資産集積地区の
治水安全度向上が望まれる。

○上流から堤防整備を実施すると下流部の
被害が増加する。

○下流部の流下能力を増加させる必要性が
ある 。

治水安全度の
上下流バランスの調整が必要

大洪水では、上流も下流も洪水があふれる。 上流から整備すると、下流で洪水がより多く
あふれる。

矢落川 矢落川

肱川
肱川

東大洲
東大洲

下流地区 下流地区

５．肱川における治水対策
治水上の課題

2011/12/13
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2.3 今後の河川改修事業の内容

今後 概ね25年後までに実施する河川改修事業

図 河川整備計画完了時点の堤防整備状況

６．今後実施する河川改修事業

堤防整備状況

30 年後完成区間

暫定堤防完了区間

完成堤防（ H15 時点）

長浜地区

沖浦地区

上老松地区

国土交通省

施行区間

堤防整備状況

30 年後完成区間

暫定堤防完了区間

完成堤防（ H15 時点）

沖浦地区

国土交通省

施行区間

長浜地区

沖浦・小浦地区

上老松地区

国土交通省

施行区間

堤防整備状況

概ね２５年後完成区間

概ね25年後暫定堤防
完了区間

完成堤防

国土交通省

施行区間

肱川橋

暫定堤防（嵩上区間）

小長浜・加世地区

大和（郷）地区
事業完了

玉川・只越地区

阿蔵地区

如法寺地区

東大洲地区

事業実施中
事業実施中

事業実施中

施工順序
①東大洲下流対策 ②東大洲地区暫定締切 ③東大洲上流暫定締切

L=約１，０００ｍ

L=約１，１００ｍ

L=約１，０００ｍ

L=約４００ｍ

L=約１，６００ｍ

L=約１，４００ｍ

築堤 約８,７００ｍ（直轄区間） 、 宅地嵩上げ 約１,０００ｍ
橋梁 ３橋 等

春賀地区

2011/12/13

2.3 今後の河川改修事業の内容

●堤防嵩上げ（暫定堤防） 東大洲外６箇所

６．今後実施する河川改修事業

治水が抑制されている 東大洲地区の治水安全度の早期向上

東大洲地区暫定堤防（延長約500m） 春賀箇所の暫定堤防（延長約200m）

2011/12/13
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平成２３年９月台風１５号洪水

2011/12/13

気象の概要【台風経路】
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気象の概要【天気図、レーダー雨量】

2011/12/13

気象の概要【等雨量線図】

2011/12/13
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肱川橋 水位-雨量
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肱川橋 【洪水位の背比べ】
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鹿野川ダム【洪水調節状況図】

2011/12/13

野村ダム【洪水調節状況図】

2011/12/13
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排水ポンプ車運転状況
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大洲市周辺浸水状況図
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参考 はん濫形態による分類

2011/12/13

東大洲周辺浸水状況図

2011/12/13
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肱川橋 【洪水位の背比べ】

４洪水を比較

2011/12/13

過去の主要洪水との比較【台風進路等】

H23.9台風15号豪雨

H16.8台風16号、H17.9台風17号豪雨

H7.7梅雨前線豪雨

2011/12/13
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過去の主要洪水との比較【流域平均雨量】

H7.7梅雨前線豪雨

H16.8台風16号豪雨

H17.9台風14号豪雨

H23.9台風15号豪雨

2011/12/13

過去の主要洪水との比較【流域平均雨量の降雨確率】

注：上記は、母集団はS29～H21,SLSC≦0.04分布型平均値2011/12/13
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○ 肱川では、平成７年７月の梅雨前線豪雨により大洲市街地が浸水（約1,200戸）するなど激甚な浸水被害が発生。
○ このため、河川激甚災害対策特別緊急事業等による暫定堤防の整備に加えて、大洲市では市街地を守るための二線堤の整備を
行った

ところ。
○ 平成２３年９月の台風１５号洪水において、平成７年７月を上回る観測史上３番目の洪水が発生したが、国による治水施設、大洲市に

よる
氾濫域減災施設の整備により、大洲市街地への越流氾濫は発生していない。また、旧大洲市における浸水家屋数は９割減となって

いる。

今年発生した洪水に対してこれまでの河川整備が効果を発揮（肱川）

約9割減

肱川の治水対策の効果

約6割減

肱川の出水状況

平成7年7月洪水 平成23年9月洪水

H7以降に
整備した堤防

二線堤

大洲市街地

2011/12/13

３．被害軽減のためには、洪水調節施設の整備による水位低下、暫定堤防の嵩上げ
による安全度の底上げが急務であるが、その整備には、長期間を有することから、
効果・効率的な事業展開とその間の軽減方策の検討（情報提供のあり方等）

１．平成２３年９月台風１５号台風の肱川橋における水位は、6.20で観測史上第３位

２．しかし、流域平均雨量は200mm程度だが、無堤地区の菅田、暫定堤防地区の阿蔵
では多大な浸水被害が発生。また、その他、暫定堤防箇所でも越水による浸水被害が発
生。

肱川の洪水に対する脆弱さをあらゆる機会を通じてＰＲ

まとめ

2011/12/13


